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式
典
で
は
工
藤
町
長
が
「
な
り
た

い
自
分
を
思
い
描
き
、
目
標
や
夢
に

向
か
っ
て
粘
り
強
く
挑
戦
し
て
く
だ

さ
い
」
と
激
励
。
そ
れ
に
対
し
て
、

新
成
人
を
代
表
し
て
川
村
健
勝
さ
ん

と
榎
本
麗
穂
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
、

支
え
て
く
れ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
と
今
後
へ
の
力
強
い
決
意
を
表

明
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
成
人
式
実
行

委
員
会
の
９
人
が
作
成
し
た
、
小
中

学
校
時
代
の
写
真
が
ス
ラ
イ
ド
上
映

さ
れ
、
出
席
者
は
、
懐
か
し
い
思
い

出
の
数
々
に
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

す
と
と
も
に
、
自
身
の
成
長
を
実
感

し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、
華

や
か
な
振
袖
や
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に

身
を
包
ん
だ
凛
々
し
く
、
爽
や
か
な

新
成
人
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
新
春
の

陽
光
の
よ
う
に
希
望
に
満
ち
、
輝
い

て
い
ま
し
た
。

未来を担う者として「大人の誓い」

成人式

　

 

前
途
に
幸
多
か
れ
！

　１月７日、平成30年南部町成人式が楽楽ホール
で行われ、会場は晴れやかな雰囲気に包まれました。
　今年度の新成人は225人（男118人・女107人）。
式には約180人が出席し、凛とした空気の漂う中、
社会の一員としての責任と希望をかみしめました。

式典後のスライド上映に笑みこぼれる新成人
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１
月
21
日
、
南
部
町
消
防
団
出
初

式
が
福
田
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
３
２
人
の
消
防
団
員
は
、
厳
冬

の
寒
さ
に
も
動
じ
ず
、
一
糸
乱
れ
ぬ

行
進
や
伝
統
の
は
し
ご
乗
り
な
ど
を

披
露
。
消
防
団
員
と
し
て
の
誇
り
を

胸
に
防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

　

福
地
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

式
典
で
、
工
藤
町
長
は
「
町
と
し
て
、

消
防
団
が
活
動
し
や
す
い
環
境
整
備

と
地
域
防
災
体
制
の
充
実
に
努
め
て

い
き
ま
す
。
本
年
も
、
一
致
団
結
し

た
、
迅
速
な
消
防
団
活
動
を
期
待
し

ま
す
」
と
、
ま
た
板
垣
雅
英
団
長
が

「
近
年
の
複
雑
・
多
様
化
す
る
自
然

災
害
の
脅
威
の
高
ま
り
に
伴
い
、
消

防
団
の
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
強
い
使
命
感
を
胸
に
、
よ
り
一

層
、
努
力
・
精
進
を
期
待
し
ま
す
」

と
そ
れ
ぞ
れ
訓
示
し
ま
し
た
。

地域防災への決意新たに

華麗なはしご乗り披露

力強い音色を響かせるラッパ隊

まとい振りの演技

徒歩部隊員による勇壮な分列行進

消防団への入団条件

○南部町内に住んでいる人
　または勤務している人
○18才以上の人
○心身共に健康な人

活動内容

　巡回パトロールや各種訓練、防火防災思
想の啓発活動、消火栓・防火水槽等の水利
の点検、防災資機材の点検、災害防止活動
および復旧活動、消火活動などをしていま
す。

南部町消防団員随時募集中 申込・問合せ　総務課（本庁舎）　☎0178-84-2111

南部町消防団出初式
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新
年
を
祝
い

 

飛
躍
を
誓
う

南
部
町
新
年
互
礼
会

　

１
月
５
日
、
南
部
町
新
年
互

礼
会
が
楽
楽
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
参
加
し
た
約
２
３
０
人
が
、

新
年
を
祝
う
と
と
も
に
、
南
部

町
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
い
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
工
藤
町
長
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
明

る
い
話
題
が
多
か
っ
た
一
年
で

あ
っ
た
と
昨
年
を
振
り
返
り
「
本

年
も
、
町
民
の
皆
様
の
笑
顔
と

元
気
を
原
動
力
に
、
町
一
丸
と

な
っ
て
町
政
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
力
強
く
決
意
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
南
部
町
表
彰
条
例

に
基
づ
き
、
町
発
展
に
寄
与
し

た
16
人
が
表
彰
さ
れ
、
受
賞
者

を
代
表
し
て
、
赤
石
龍
太
郎
さ

ん
が
、「
い
た
だ
い
た
表
彰
に

お
ご
る
こ
と
な
く
一
層
精
進
し
、

町
発
展
の
た
め
、
ま
い
進
し
て

ま
い
り
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

川守田 稔さん（剣吉）松村 範明さん（苫米地）佐々木 知也さん（虎渡）赤石 龍太郎さん（剣吉）

南部町議会議員の職にあっ
て、地方自治の振興発展
に貢献

南部町農業委員会委員の
職にあって、地方自治の
振興発展に貢献

南部町農業委員会委員並
びに三戸地区交通指導隊
員の職にあって、地方自
治の振興発展に貢献

南部町納税貯蓄組合長の
職にあって、地方自治の
振興発展に貢献

竹林 武志さん（玉掛）

三戸地区交通指導隊員と
して、地域住民の交通安
全に貢献

工藤 享介さん（大向）小橋 秋元さん（杉沢）北向 和加子さん（大向）

南 部 町 消 防 団 員 と し て、
公益と民生の安定に貢献

南 部 町 消 防 団 員 と し て、
公益と民生の安定に貢献

保護司の職にあって、地
方自治の振興発展に貢献

【
功
労
褒
賞　

10
名
】

自死遺族のつどい冬は空気が乾燥し
　　火災が多くなります

　県立精神保健福祉センターでは、自死でご
家族やご友人、恋人など大切な人を亡くされ
た人を対象に「つどい」を開催しています。

「つどい」は大切な人を亡くし、同じ思いを
抱えている人が集まり、自分の体験や思いを
心おきなく話せる場です。その場で聴くだけ
でも構いませんので参加してみませんか。
期日　３月３日（土）
時間　13時30分～15時30分
場所　ユートリー４階
申込み・問合せ　
　県立精神保健福祉センター　こころの電話 
　☎017-787-3957または☎017-787-3958

　火の元の管理を徹底し住宅火災から命を守
るために以下のことに注意しましょう。

◆初期消火は天井に火が移るまでとし、
それ以降は直ちに避難する。

◆出火建物から一度屋外へ避難した場合は、
絶対に屋内へ戻らない。

◆お年寄りや身体の不自由な人は、１階
の避難しやすい部屋で就寝する。

問合せ　
▷三戸消防署　☎0179-22-1140
▷三戸消防署名川分署　☎0178-76-2416
▷三戸消防署福地分遣所　☎0178-84-2103
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澤村 國男さん（赤石）

岩間 暉さん （森越）

日本自然保護大賞子ども･
学生部門を受賞

佐々木 円花さん（小向）

全国高等学校観光選手権
グランプリ観光庁長官賞
を受賞

坂本 成海さん（杉沢）

全国高等学校観光選手権
グランプリ観光庁長官賞
を受賞

嶋守 龍さん （麦沢）鹿島 未夢さん （沖田面）佐々木 健也さん （虎渡）

日本自然保護大賞子ども･
学生部門を受賞

日本自然保護大賞子ども･
学生部門を受賞

日本自然保護大賞子ども･
学生部門を受賞

村井 正雄さん（平）

財産区管理会委員の職に
あって、地方自治の振興
発展に貢献

三戸地区交通指導隊員と
して、地域住民の交通安
全に貢献

【
善
行
表
彰　

６
名
】

死亡事故ゼロ１年を達成架空請求詐欺にご注意を
　１月５日、名川地区が交通死亡事故ゼロ１
年を達成し、三戸地区交通安全協会名川支部

（藤田信義支部長）と三戸地区交通指導隊名
川支隊（小田原勉支隊長）に、三戸警察署（杉
山肇署長）と三戸地区交通安全協会（宮村純
吉会長）から表彰状が贈られました。

●サイトの利用料金が未納！！
●すぐ支払わないと裁判になる！！
●電子マネーカードを買って番号を
　おしえろ！！

このような内容で、知らない業者から電話や

メールがあった場合には、「あわてずに」「詐

欺を疑い」まず家族や警察に相談してくださ

い。

問合せ　▷三戸警察署　☎0179-22-1135

　　　　▷住民生活課（南部分庁舎）

　　　　　☎0179-34-2111

町
民
憲
章

一
、人
と
自
然
を
愛
し
、
美

し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

一
、歴
史
と
文
化
を
大
切
に

し
、
う
る
お
い
の
あ
る
ま

ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
き

た
え
、
元
気
な
ま
ち
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
学
び
や
仕
事
に
は
げ
み
、

活
力
の
あ
る
ま
ち
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、思
い
や
り
の
輪
を
ひ
ろ

げ
、
あ
た
た
か
い
ま
ち

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

 

三
戸
警
察
署
で
表
彰
さ
れ
た

 

㊨
小
田
原
支
隊
長

 

㊧
藤
田
支
部
長

式典での表彰の様子
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統合庁舎建設委員会が「基本計画」を町長へ答申

統合庁舎の建設規模や機能等の基本方針が決定
　平成29年12月19日、南部町統合庁舎建設委員会（北原啓司委員長・弘前大学大学院地域社会研究科長）
は、基本設計の指針とする統合庁舎建設基本計画を、工藤町長へ答申しました。
　庁舎建設にあたっては、課題や条件を整理したうえで、施設計画や事業費等について、本委員会のほ
か、職員で構成する庁内検討会議や庁内検討プロジェクトチームで協議を重ねてきました。
　答申書では、新たに建設する統合庁舎は、長きにわたり町民の皆様に愛され、誰もが安心して集える
まちづくりの拠点となるよう、社会情勢の変化に対応しつつ、利便性、効率性を高め、町民の憩いの場、
そして安全と安心を提供するため、本基本計画書の理念を最大限尊
重しながら、速やかに計画を進めるよう要望されました。（※統合
庁舎建設基本計画書の内容は、３月上旬に町ホームページで公開す
る予定です。）
　町では、策定した基本計画の理念・方針等をもとに、平成30年
度は庁舎本体の基本設計・実施設計、造成・外構工事の実施設計、
連絡道路の測量設計業務等のほか、建設予定内の施設解体工事等に
着手することとしています。 答申書を手渡す北原委員長

基本計画とは

統合庁舎整備の方向性の体系

　統合庁舎の設計・工事を進めるうえで根幹となる計画であり、利便性・機能性・環境への配慮等の視
点から、町が目指す理想の庁舎像を基本理念として定め、この基本計画を踏まえて、必要な機能、施設
および手法を示す整備方針、施設の規模および周辺施設の整備に関する考え方を示す施設計画、スケジュー
ルおよび事業費を示す事業計画等を定めるものです。

◇基本設計 ◇実施設計
　新しい庁舎の具体的な完成時の姿を明確にす
るもので、基本計画等で提示された設計に必要
となる事項を整理したうえで、建物の構造や配置、
各階の基本的なレイアウト、備えるべき機能や
設備、内外のデザイン等を基本設計図書として
まとめます。

　設計者が基本設計図書に基づき、工事施工を
考慮したうえで、デザインと技術面の両面につ
いて詳細な設計を進めるほか、工事施工に向け
て工事費の具体的な積算を行います。

基本理念

質の高い行政サービス
を提供できる

高齢者から子どもまで
誰もが安心して集う

まちづくりの拠点

基本方針

基本方針１
気軽に立ち寄れ利用しやすい庁舎

基本方針２
効率的で機能性の高い庁舎

基本方針３
環境に配慮した安全な庁舎

基本方針４
町民が誇りと愛着をもてる庁舎

整備の考え方
①交通利便性の向上
②町民が利用しやすい窓口環境
③ユニバーサルデザインの導入

①柔軟で働きやすい執務環境
②高度情報化社会への対応
③町民に開かれた議会施設

①災害時の安全な防災拠点
②環境にやさしい技術の導入

①町民の交流機能の充実
②周辺環境や景観との調和
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至高瀬 県道櫛引上名久井三戸線 至剣吉

旧
集
会
所

中央公民館

広場集会所

駐在所

車庫アルミ缶
保管小屋

旧広場団地

名川老人福祉センター

旧
給
食
セ
ン
タ
ー

名
川
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

統合庁舎建設についてのお知らせ
統合庁舎建設に伴う中央公民館の解体のため

◎「農林課」「農業委員会」を移転します
　（7 月 2 日から南部分庁舎で業務開始）
◎ 当分の間 中央公民館が利用できなくなります
　（6 月 1 日から休館）

　統合庁舎建設予定地にある中央公民館は、築39年が経過して老朽化が進んでいることか
ら、建て替えのため施設を解体します。今後は、統合庁舎建設基本計画に基づいて、平成
32年度の完成を目指し、統合庁舎と公民館機能を有する施設を同時に整備します。

執務室の移転について

中央公民館の
� 利用停止について

　施設解体に伴い、館内の執務室を移転
します。
　農林課および農業委員会の移転先は

「南部分庁舎（３階）」で、７月２日（月）
から業務を開始しますので、お間違いに
ならないようご注意ください。
　なお、新たな電話番号は、決まり次第
お知らせします。

　施設解体のため、６月１日（金）から
当分の間、館内のほか、駐車場の一部が
利用できなくなります。
　名川Ｂ＆Ｇ海洋センターと名川老人福
祉センターは、これまでどおりご利用い
ただけますが、工事期間中は通行が制限
されますので、ご理解とご協力をお願い
します。
　なお、使用停止日以降に利用をご希望
の方は、他地区の公民館等の施設をご利
用ください。
※完成した施設利用の申込受付を再開す
る場合は、あらためてご案内いたします。

問合せ　総務課（本庁舎）庁舎建設対策室
　　　　☎0178-84-2111

◎図面の網掛けした部分が庁舎建設の整備を予定している
区域となります。

◎建設予定地にある施設（中央公民館・旧給食センター・
旧集会所等）の解体は平成30年9月頃を予定しています。

※名川駐在所は区域内での移動となる見込みです。
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TOWN  TOPICS まちの話題

冬休みに相撲を体験

安全な食作りを志して

名川Ｂ＆Ｇ海洋センターで相撲体験教室を実施

西村忠志さんが「土づくりの匠」に認定
活気あふれる初競りに
南部町営地方卸売市場　セリ始め

生け花で癒しを届ける
滝田康子さんがボランティア活動で表彰

相撲の基本動作「すり足」を体験

工藤町長に報告に訪れた西村さん㊧品を見定め競り落としていく買受人

自身が生けた花を隣に受賞を喜ぶ滝田さん

1月9日から11日までの3日間、名川Ｂ＆Ｇ海
洋センターで相撲体験教室が行われ、町内の小学
生29人が参加しました。

子どもたちは、畳を敷き詰めて作った土俵の上
で、裸足で四股やすり足、股割りなど相撲の基本
動作を体験。最初は慣れない動きに戸惑いながら
も、だんだんと上達していきました。

最終日のミニ相撲大会では、白熱した取組みが
続き、友達を一生懸命応援する声が会場中に響き
渡りました。

12月12日、西村忠志さん（平）が田畑の土壌
改良に高い技術力を持つ農業者をたたえる「土づ
くりの匠」に県から認定されました。

土壌診断に基づく適正施肥や自家製堆肥の活用
に取り組むとともに「南部達者米」のブランド化
への功績などが評価されたもので、西村さんは「安
全なものを自分でも食べたいという思いで農業に
取り組んできました。培ってきた技術を地域農業
者に伝え、安全な食作りを広めていきたい」と今
後への意気込みを話しました。

１月６日、南部町営地方卸売市場で初競りが行
われ、競り人の威勢の良い掛け声で、活気にあふ
れる平成30年のスタートを迎えました。

セリに先立ち、市場開設者である工藤町長が「農
家にも市場にも良い年となるよう、皆さんの活発
な取引と商売繁盛をお祈りします」とあいさつ。
買受人組合の谷内吉治組合長が音頭を取りリンゴ
ジュースで乾杯後、競りが始まると、ずらりと並
んだリンゴやニンニク、ナガイモなどが次々と落
札され、盛況な取引となりました。

12月25日、福祉分野等のボランティア活動を、
長年率先して行っている功績が認められ、滝田康
子さん（福田）が、「平成29年度青森県ふれあい
活動功労者知事表彰」を受賞しました。

滝田さんは10年以上にわたり、長老園の正面
玄関に生け花を飾る活動を続けてきました。来園
者からは「明るい雰囲気になり、会話も増えた」
などの反響もあり、滝田さんは「これからも活動
を通じ、皆さんに癒しと元気を届けたい」と笑顔
で話しました。
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ぶ
り

　
　
　
保
存
振
興
会
に
つ
い
て�

　

平
成
18
年
の
町
村
合
併
に
併
せ

て
、
そ
れ
ま
で
名
川
・
南
部
・
福

地
の
各
地
区
で
活
動
し
て
い
た
、

え
ん
ぶ
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。
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ぶ
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ぶ
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ぶ
り
は
、
２
月
10

日
（
土
）
と
11
日
（
日
）
の
２
日

間
に
渡
り
開
催
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。
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ぶ
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地
域
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
日
々
の
練
習
や
後
継
者

の
育
成
と
、
え
ん
ぶ
り
の
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存
振

興
に
努
め
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せ
て
い
た
だ
き
た
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と
思
い
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す
の
で
、
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ま
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と

同
様
に
今
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と
も
温
か
い
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　今回は、青森県南部地方を代表する郷土芸能のひとつであ
る「えんぶり」の保存・振興に向けて活動している「南部地
方えんぶり保存振興会」の中野弘美会長のお話をご紹介します。

間近で繰り広げられる勇壮な摺りは迫力満点！

さまざまな出来事をお伝えします

描の99

多摩川ハイテック㈱求人募集
職種　精密機器組立作業
採用人数　15人（初心者可）
賃金　時給800円
就業場所　多摩川ハイテック㈱福地第二工場
就業時間　10時～14時50分　休憩50分
 （8時30分～17時30分の内4～5時間程度可。相

談に応じます。）
休日　土・日・祝日他　夏季・年末年始休暇
申込み・問合せ　
　履歴書（写真貼付）・職務経歴書・ハローワー
クの紹介状を下記宛先までご送付ください。
〒039-0811
　南部町大字法師岡字仁右エ門山3番地23
　多摩川ハイテック株式会社　管理部　総務課　
　☎0178-60-1140（内線301）

　宝くじ助成金は、地域社会の健全な発展と住民福
祉の向上を図ることを目的に、町内会などのコミュ
ニティ活動への補助に使われます。
　今年は、玉掛町内会（中野正美会長）が、助成金
140万円でえんぶり太夫染袢纏や締太鼓などえんぶ
り用備品14点を整備しました。

誘致企業

えんぶり太夫染袢纏 締太鼓

宝くじ助成金140万円で
えんぶり用備品を整備
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感染性胃腸炎に注意！
【主な症状】

突然の嘔吐/吐き気、水溶性の下痢、腹痛、
発熱、脱水症状(唇や舌が渇いている、尿が
半日以上出ない、皮膚に張りがない等は要注
意)

【日常生活での予防】
・人の手からの感染予防
　調理や食事の前、トイレやオムツ交換のあと

は、念入りに手洗いをしましょう。
・食品からの感染予防
　食品の中心温度が85~90℃以上で90秒間以上

保つよう加熱することが大切です。中心部ま
でしっかり火を通しましょう。

・調理器具などからの感染予防
　調理器具やふきん、食器などは熱湯や塩素系

漂白剤でしっかり殺菌し、乾燥させておきま
しょう。

【ホームケア】
・素人判断で薬を飲ませない

嘔吐や下痢の症状が繰り返し続くのは、体の
防御反応です。不用意に薬で防御反応を止め
てしまうと症状が悪化してしまう場合もある
ので、必ず医師や看護師･薬剤師等の指示に
従いましょう。

・水分補給は少量から
嘔吐や吐き気の症状が30分程度なければ、
様子を見ながらイオン飲料等の水分をスプー
ン１さじ程度の少量ずつ、回数を分けて飲ま
せましょう。

おいでよ！子育て支援センター
子育て支援センターは、幼稚園や保育園に通っていないお子さん

なら、どなたでも参加できます。
子育て相談や園庭の開放、絵本やビデオを貸し出していますので、

お気軽にご利用ください。

福地保育園� ☎0178-51-9756

わくわくひろば（体験活動）
木曜日／９時30分～11時

２月15日　雪遊びを楽しもう

２月22日　ひな祭り製作

２月28日(水)　ひな祭り会

つどいのひろば（自由活動）
水曜日／９時30分～11時

２月14・21日
３月14日

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日／10時～12時

２月19・26日
３月12日

なんぶ保育園� ☎0179-23-0505

こすもすクラブ（体験活動）
木曜日／９時～12時

２月15日　お誕生会

２月22日　ひなまつり製作

３月１日　ひなまつり･お誕生会

３月８日　お別れ会

サークルちびこす（自由活動）
月・水曜日／９時～14時

２月14・19・21・26・28日
３月５・７日

チェリー保育園� ☎0178-51-8585

ぴっぴクラブ（体験活動）
木曜日／９時30分～11時

２月15日　誕生茶話会
２月22日　紙ねんど遊び
３月１日　ひな祭り誕生会

ぬくぬく（自由活動）
月・水曜日／９時30分～11時

２月14・19・21・26・28日
３月12・14日

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談
１歳６か月児健康診査　実施日：２月８日（木）　対象H28.6月～ H28.7月生まれ　　受付12時15分～12時45分
２歳児歯科健康診査　　実施日：２月15日（木）　対象H27.6月～ H27.8月生まれ　　受付12時15分～12時45分
４歳児健康相談　　　　実施日：２月20日（火）　対象H25.6月～ H25.7月生まれ　　受付13時～13時30分
３歳児健康診査　　　　実施日：３月８日（木）　対象H26.7月～ H26.8月生まれ　　受付12時～12時15分

実施している予防接種：Ｂ型肝炎・ヒブ・小児用肺炎球菌・四種混合・ＢＣＧ・ＭＲ混合・水痘・日本脳炎・ポリオ

※実施している予防接種の中で、予約が必要なものを記載しています。それ以外のものは、予約なしで受けらます。

医療機関名 曜日・受付時間 予約 その他
南部町医療センター 毎週　月・金曜日　　13時～13時20分 B型肝炎・ポリオ・MR混合・水痘 BCGは２月19日、３月12日
南部病院 毎週　水曜日　　　　13時～13時30分 全種類 BCGは行っていません。

川守田外科胃腸科 月・火・水・金曜日　９時～11時　15時～17時
木・土曜日　　　　　９時～11時 全種類 BCGは２月14日、３月14日

かわむら内科クリニック
月・火・木・金曜日　９時～11時30分　
　　　　　　　　　　14時～17時30分
水・土曜日　　　　　９時～11時30分

ポリオ

はらだクリニック 月・火・水・金曜日　９時～12時　15時～18時
木・土曜日　　　　　９時～12時 B型肝炎・ポリオ

実施場所：南部町健康センター　問合せ：健康福祉課（健康センター）☎ 0178-60-7100

乳幼児予防接種

1010広報なんぶちょう２月号
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平成30年度学童保育入会児童募集
町内の学童保育

クラブの名称 場所
向児童クラブ 旧向保育所
南部児童クラブ 南部老人福祉センター
名久井なかよしクラブ 名久井小学校
剣吉なかよしクラブ 南部芸能伝承館
名川南なかよしクラブ 名川南小学校
福地学童保育クラブ ゆとりあ
福田学童保育クラブ ゆとりあ
杉沢学童保育クラブ あけぼの研修センター

問合せ　健康福祉課（健康センター）☎0178-60-7100

対象児童
・下校後、家に帰っても誰もいない１～３年生
・下校後、家に帰っても誰もおらず、一人で留

守番が難しい特別な理由がある小学４～６年
生

開設時間
・平日／下校後～18時30分
・土曜日、休校日、長期休み／
　　　　７時30分～18時30分
保育料　月額2,300円
申込方法　各庁舎に備え付けの申請書に必要事

項を記入のうえ、就労証明書を添付して提出
してください。

申込期限　２月28日（水）

むし歯ゼロの元気ななんぶっ子

にしづか　せいら ちゃん
（福田）

なかの　たいが くん
（沖田面）

むらい　かいと くん
（高瀬）

やわた　はるき くん
（麦沢）

かなやま　だいご くん
（斗賀）

かまた　ゆい ちゃん
（下名久井）

さとう　みりあ ちゃん
（福田）

きむら　ことね ちゃん
（埖渡）

かなざわ　つばき ちゃん
（苫米地）
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「すこやか南部」通信　パート８ 今月のテーマ：健診を受診しましょう

平成30年度　住民健診の申込みが始まります
町では、町民の皆様の健康を守るため、特定健診と各種がん検診を行っています。
健診は一年に一度、ご自身の健康状態を知るチャンスです。ぜひ来年度の住民健診にお申込みください。

　町では、来年度の住民健診の申し込みの取りまとめを保健推進員の皆さんにお願いしています。
　各地区の保健推進員が、２月中旬から３月上旬にかけて、各世帯へ健診のご案内のチラシと「住民健診申込書」
をお届けします。記入の済んだ申込書は、保健推進員が回収に伺います。
　留守などの場合は、健康福祉課から申込書類を郵送いたしますので、ご記入の上、同封の返信用封筒にてご返
送ください。

　集団健診と個別健診のどちらかの受診方法をお選び
ください。特定健診と各種がん検診を同時に受診する
こともできます。
個別健診を実施している健診機関は次のとおり
◆南部町医療センター　　　☎0178-76-2001
◆八戸西健診プラザ　　　　☎0178-21-1717
◆八戸市総合健診センター　☎0178-45-9131
◆五戸町健診センター　　　☎0178-62-5510
※子宮頸がん検診は、三八管内婦人科でも受診できます

保健推進員の皆さんが訪問します

受診方法を決めましょう　　　　

受診する項目を決めましょう　　
【特定健診】　ご加入の医療保険ごとに行われる健診です

【各種がん検診】

項目 加入保険など 対象年齢 自己負担

特定健診

健康診査

南部町国民健康
保険加入者　　

30～69歳 1,000円
70～74歳 300円

後期高齢者医療
制度加入者　　

75歳以上
65～74歳の加入者 無料

生活保護受給者 30歳以上 無料
※上記以外の人は、事業主あるいは保険証の発行元にお問い合わせください。

項目 検査内容 対象者 自己負担
肺がん・結核検診 胸部X線撮影

30歳以上
無料

胃がん検診 胃部X線撮影（バリウム） 500円
大腸がん検診 便の潜血反応検査 500円
前立腺がん検診 血液検査 50歳以上の男性 800円

肝炎ウイルス検査 血液検査 40・45・50・55・60歳の方
（検査を受けたことがない方） 無料

子宮頸がん検診 視診、内診、細胞診
※超音波検査は費用別途 20歳以上の女性 1,000円

乳がん検診 マンモグラフィ 40歳以上の偶数年齢の女性 500円
骨密度検査 骨のX線撮影 40・45・50・55・60・65・70歳の女性 1,000円

※ 特定健診および各種がん検診の対象年齢は、平成31年3月末時点での年齢です。
※ 70歳以上の方と生活保護受給者は、がん検診の自己負担額が無料になります。

　今年度の健診、
受けましたか？
　まだ受診されて
いない方で、健診
をご希望の方は、
健康福祉課へご連
絡ください。

問合せ
　健康福祉課（健康センター）
　☎0178-60-7100

随時、健診の申込みを受け付けます
　保健推進員の取りまとめが終わった後でも、
申込みは随時受け付けいたします。健康福
祉課（☎0178-60-7100）までご連絡くださ
い。キャンセルや日程を変更する場合もご
連絡をお願いします。
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後期高齢者医療

　 高額介護合算療養費支給申請

ロコモティブシンドロームを予防しましょう

　冬の筋力ため得
とく

講座を開催

支給対象者
　後期高齢者医療制度の加入者で、医療保険と介
護保険の自己負担額の両方の支払いをした人。
対象期間
　平成28年８月１日から平成29年７月31日まで
支給額
　医療保険と介護保険の自己負担額の合計が、所
得区分に応じた自己負担限度額を超えた場合に、
その超えた額が支給されます。ただし、超えた額
が500円以下の場合は支給対象となりません。

開催日程　２月23日(金)　ゆとりあ
　　　　　３月２日(金)　健康センター
　　　　　３月16日(金)　ぼたんの里
受付時間　13時～13時30分　　
内容　骨密度・血管年齢測定、運動実技「気軽に

できる運動・貯筋（筋トレ）体操」

対象者　軽い運動を行うことが可能な人
持ち物　運動靴、水分補給用の飲み物
参加料　無料
申込み　骨密度・血管年齢測定希望者に限り事前申

し込みが必要になります。ご希望の人は、２月20
日（火）までに開催場所を選んで健康福祉課へ電
話にてお申し込みください。

問合せ　健康福祉課（健康センター）
　　　　☎0178-76-3323

問合せ　健康福祉課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

　支給を受けるには必ず申請が必要となります。
支給の要件に該当すると思われる世帯には、２月
下旬に青森県後期高齢者医療広域連合から支給申
請のお知らせをお送りします。お知らせが届いた
人は各庁舎窓口へ申請してください。
　また、対象期間の途中に後期高齢者医療制度に
加入したり転入してきた人等がいる世帯には、支
給対象でも、お知らせが送られない場合がありま
すので、対象になると思われる人はお問い合わせ
ください。

　「ロコモティブシンドローム」をご存じでしょうか。骨・関節、筋肉といった運動器の機能が衰えること
により要介護になる危険性が高い状態の総称です。
　いつまでも健康でいきいき生活するためにも「ロコモティブシンドローム予防」しませんか。

達者de健康相談 かかりつけ薬局を決めよう！
開催日　２月13日（火）、２月26日（月）
時間　13時30分～17時
　　　17時30分～18時30分
会場　健康センター２階運動指導室
内容　体組成計での体脂肪・筋量測定、血管年齢

測定、骨密度測定、血圧測定、保健師・栄養士
による健康相談、運動器具体験

問合せ　
　健康福祉課（健康センター）
　☎0178-60-7100

　「かかりつけ薬局」を一つ決めておくと、さま
ざまなメリットがあります。使用する薬を一つの
薬局で管理することで、複数の医療機関から同じ
薬が処方されていることに気づいたり、飲み合せ
による副作用を防止することができます。
　また、ジェネリック医薬品（後発医薬品）につ
いて相談することができ、薬代を安くすることが
できる可能性があります。
　ジェネリック医薬品とは、先発医薬品と同等の
有効成分・効き目があると厚生労働省が認めた薬
で、先発医薬品より価格が安いのが特徴です。
　ジェネリック医薬品に切り替えて、お薬代が安
くなる可能性のある人へは２月下旬に、参考まで
にどのくらい安くなるのか「お薬代負担軽減のご
案内」をお送りしますので、医師や薬剤師へご相
談ください。
問合せ　青森県後期高齢者医療広域連合　業務課
　　　　☎017-721-3821

13 広報なんぶちょう ２月号
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剣吉小学校
校長：坂本　晴美 児童数：102名

剣吉小学校では、豊かな体験活動の充実の
ために、地域の方々から多くの協力をいただ
いております。今回は、南部七踊り鑑賞会に
ついて紹介いたします。

本校では、毎年11月に、南部芸能伝承館
において、南部七踊り鑑賞会を実施していま
す。南部手踊りは、名川地区が発祥の地とさ
れ、江戸時代末頃から郷土に引き継がれてき
ました。学区には、南部芸能伝承館があり、
南部手踊りをはじめ郷土芸能の数々を伝承・
普及させる拠点となっております。本校女子
児童で、踊りを習っている子は約20名程い
ます。

当日は、舘松榮喜さんに解説していただき
ながら、南部七踊りの中から「南部馬方三下
り」「南部甚句」「南部あいや節」「南部荷方節」

「南部追分」を鑑賞しました。出演者は、本
校児童６名と、舘松さんをはじめとする踊り
の先生方８名でした。子どもたちは、改めて
地域の伝統芸能の魅力に感動していました。

今年度もこれ以外に、長坂下環境保全隊（米
づくり）、名久井農業高等学校（リンゴの栽培）、
新生ハートフルライブラリー（読み聞かせ）、
社会福祉協議会（福祉体験学習）の皆様に体
験学習等のご指導を賜り、大変お世話になり
ました。

また、発足51年目を迎える剣吉小児童通
行保護隊の皆様の見守りのおかげで、子ども
たちは安全に登校することができています。

これからも、地域の方々のご協力をいただ
きながら、豊かな心を育む多様な教育活動を
展開していきたいと考えております。

南部七踊り鑑賞会での本校児童舞踊

地域の方々に支えられ

◆まけないで
◆美髪はよみがえる
◆リンゴの花が咲いたあと
◆未来の年表
◆おもかげ
◆くちなし
◆銀河鉄道の父
◆バースデイ・ガール
◆おらおらでひとりいぐも
◆身辺整理、わたしのやり方
◆えがないえほん
◆かいけつゾロリのちていたんけん

≪おすすめセレクション≫

≪今月の新刊≫

図書室からのお知らせ

佐伯　チズ　著
山田　佳宏　著
木村　秋則　著
河合　雅司　著
浅田　次郎　著
彩瀬　まる　著
門井　慶喜　著
村上　春樹　著
若竹千佐子　著
曽野　綾子　著
B.Ｊ.ノヴァック 著
原　ゆたか　著

　生涯現役、現在105歳の
篠田氏が、誰もが持つ人
生の疑問に答えます。自
分の歳と折り合って生き
る秘訣が詰まった一冊。

　スタジオジブリ宮崎駿
監督も愛読している80
年前の歴史的名著。漫画
版も２月末に入荷予定で
す。

　学校や家で居場所がな
いと感じている春香。妖
精のおばあさんとスープ
がつなぐ出会いの物語。
【三戸町在住の作家さん
の作品です】
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　国民年金の納付はしっかりと
　国民健康保険料の納め忘れはありませんか。
　国民年金の保険料を納めないままにしておく
と、将来の老齢基礎年金や障害・遺族など事故
が発生した場合の年金が受けられないことが
あります。
　今年度の国民年金保険料は、１か月16,490
円です。納めた保険料は全額が社会保険料控除
の対象となり、税金の負担が軽減されます。ま
だ納付していない人は、納付書をご用意のうえ
金融機関、郵便局、コンビニエンスストアの窓
口で納付してください。

問合せ　八戸年金事務所
　　　　☎0178-43-7369

　また、納め忘れがなく、納付の手間がかから
ない口座振替やクレジットカードによる納付も
できます。
　経済的な理由で国民年金保険料を納めること
が困難な人のため、保険料の免除制度がありま
す。50歳未満の
人や学生にも納
付が猶予される
制度があります
ので、ご利用く
ださい。

役立っています！ボートピアなんぶ交付金
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デーレース ナイターレース

丸亀ＧⅠ四国地区選手権 桐生一般戦
日本トーター杯

若松ＧⅠ九州地区選手権 住之江
一般戦

下関一般戦 桐生一般戦
日本ＭＢ選手会会長杯

桐生一般戦　日本財団会長杯

蒲郡一般戦 住之江一般戦 蒲郡一般戦 丸亀一般戦

三国ＧⅢ
ｵｰﾙﾚﾃﾞｨｰｽ

尼崎男女Ｗ優勝戦 児島ＧⅠ中国地区選手権 平和島一般戦唐津ＧⅡモーターボート大賞尼崎一般戦

徳山GⅠ
クラウン争奪戦

平和島ﾙｰｷｰｼﾘｰｽﾞ 江戸川ＧⅠ関東地区選手権 びわこＧⅠ近畿地区選手権 平和島一般戦戸田一般戦 戸田GⅠプリムローズ

蒲郡ＧⅢｵｰﾙﾚﾃﾞｨｰｽ 住之江一般戦

えんぶり組の衣装および用具を整備することで、地域の無形民俗文化財の
保存・伝承が図られるとともに参加する児童・生徒の意識・意欲の向上が
図られました。（片岸えんぶり組） 3 March2 February

常滑ＧⅠ東海地区選手権
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行政相談・人権相談
期日　３月１日（木）
時間　13時～15時
場所　福地公民館、中央公民館
　　　南部公民館
問合せ
▷行政相談は総務課（本庁舎）
　☎0178-84-2111
▷人権相談は住民生活課（南部

分庁舎）☎0179-34-2509

3･4月の休日窓口開設日
期日　３月３日（土）、17日（土）
　　　４月７日（土）、21日（土）
時間　８時15分～12時
場所　住民生活課（南部分庁舎）
業務内容　住民票・印鑑証明書
　　　　　の交付、印鑑登録
※平日は、予約制で18時まで

窓口を開設しています。
問合せ　住民生活課（南部分庁舎）
　　　　☎0179-34-2509

今月の納期
国民健康保険税（８期）
後期高齢者医療保険料（８期）
介護保険料（８期）
納期限・口座振替日
　２月28日（水）

問合せ　税務課（南部分庁舎）
　　　　☎0179-34-2586

お知らせ
information

税
金申告はお早めに

所得税・住民税
　今年の所得税・住民税の申告期
限は３月15日（木）です。例年、
期限の間際になると申告会場が混
み合い、待ち時間が長くなります。
お早目の申告にご協力をお願いし
ます。
消費税・地方消費税
　県の税金である地方消費税は、
国の消費税と同じ申告書で一緒に
税務署に申告し、消費税との合計
額を納めます。
　今年の個人事業主の消費税・地
方消費税の申告確定と納期限は
４月２日（月）です。
問合せ　三八地域県民局　県税部
　課税第一課　
　☎0178-27-5111（内線210）

募
集

南部町民
ソフトバレーボール大会

期日　３月11日（日）
時間　８時30分～
　　　（試合開始９時）
会場　町民体育館
チーム編成　町内および職場（町

内企業）対抗。男女混合４人制。
※女性は２人以上の参加とし、

４人全員が女性でもよい。
参加料　１チーム1,000円
申込み　町民体育館に備え付けの

申込用紙に必要事項を記入のう
え、３月６日（火）までに町民
体育館へ持参または、ファック
スにて提出してください。

問合せ　町民体育館
　TEL　0179-34-2761
　FAX　0179-34-2764

芸
能

文化協会　南部支部
　舞踊の祭典

　日本舞踊、新舞踊、手踊り、大
正琴演奏、歌謡ライブ、詩吟など
が披露されます。
期日　２月11日（日）
時間　10時30分～15時30分
会場　ふれあい交流プラザ
問合せ　町文化協会南部支部
　中居　☎070-4177-3599

交
流

南部町精神障害者家族会
 「語らいの会」

　南部町精神障害者家族会「まべ
ちの会」では、精神に障がいのあ
る人の家族が集まり、自由に語ら
い交流しています。申し込みは不
要です。興味のある人はお気軽に
ご参加ください。
期日　２月17日（土）
時間　11時～13時30分
会場　南部老人福祉センター
問合せ　健康福祉課
　　　　（健康センター）
　　　　☎0178-60-7101

文
学

読書のすすめ
 「おはなし会」

　なんぶ読み聞かせの会の皆さん
による読み聞かせです。
　事前申込みは必要ありませんが、
未就学のお子さんは保護者同伴で
お越しください。
期日　２月25日（日）
時間　10時30分～11時
場所　名川中学校図書室１階　
　　　町民図書室
問合せ　中央公民館
　　　　☎0178-76-2323

 「聞こえにくさ」を感じたら、まずはご相談下さい。あなたも耳からアンチエイジングをしませんか！

認定補聴器専門店
メガネショップナカムラ

三戸町八日町33　TEL 0179（23）5433
○営業時間　平日9:00～19:00　第２・４日曜　10:00～18:00
○定 休 日　第１・３・５の土曜日、日曜と祝日（御電話で対応可）

脳で聞く為の補聴器を
認定補聴器技能者がサポートいたします

南部町中央公民館　１F
　　　13:00～16:30　奇数月　第３木曜日
南部町健康センター　１F会議室
　　　 9:00～12:00　偶数月　第３木曜日

広告
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協
力献血にご協力ください

　病気やけがなどで輸血を必要と
している人の命を救うため、18歳
から65歳の健康な人に400mlの献
血をお願いしています。
　献血にご協力いただいた人には
血液検査の結果が送付され、健康
管理に役立てることができますので、
初めての人もぜひご協力ください。
期日　２月20日（火）
　▷南部分庁舎　９時～11時30分
　▷健康センター　13時～16時
お願い　安全で責任のある献血を

お願いするため、運転免許証な
ど本人確認ができるものを持参
してください。

問合せ　健康福祉課
　　　　☎0178-60-7101

相
談

「暮らし」や「お金」に関する
無料相談会

　専門スタッフや弁護士、保健師、
社協相談員が、借金返済、相続、
離婚、DV、介護問題、ひきこもり、
依存症などの相談に対応します。
期日　２月17日（土）
時間　10時～16時
場所　消費者信用生活協同組合 

八戸事務所（八戸市八日町36
４階）

　※事前予約が必要です。
予約・問合せ　消費者信用生活協

同組合 八戸事務所
　☎0120-102-084

福
祉国保からのお知らせ

交通事故など（第三者行為）によ
る被害の届出について
　交通事故や傷害事件など、国保
加入者が第三者（加害者）から受
けた傷病による治療費は、原則と
して、加害者が負担すべきもので
すが、その弁償が不十分であった
り、遅れたりする場合には、国保
で治療が受けられます。
　その場合は次の条件や手続きが
必要です。
■すでに加害者から治療費を受け

取っている場合は、国保を使う
ことはできません。

■国保を使い診療を受けるときは
各庁舎窓口に備えつけの「第三
者行為による傷病届」を提出し
てください。

　届出により、国保で治療を受け
るようになると、国保から病院へ
治療費の７割分を支払うことにな
り、後日、被害者に代わって、国
保が加害者へ請求することになり
ます。
※自転車や自損事故の場合でも必

ず届出をお願いします。 
※保険会社が代理で届出をするこ

ともできます。
問合せ
　健康福祉課（健康センター）
　☎0178-76-3323

福
祉

赤十字の「社員制度」が
変わります

支援者の名称などが変わります
　これまで「特別社員」と呼ばれ
ていた支援者は「会員」に、「普
通社員」と呼ばれていた支援者は

「協力会員」に名称が変わります。
また「社費」と呼ばれていた赤十
字活動資金は「会費」と名称が改
められます。

「会員」には情報提供を行います
　年額2,000円以上の定額の「会費」
のご協力をいただく「会員」には、
日本赤十字社の収支決算などが掲
載された赤十字情報誌を年２回送
付（無料）します。

　この見直しは、２月に実施され
る赤十字会員（社員）増強・活動
資金増収運動から適用されます。
南部町赤十字分区から協力依頼を
受けた町内会の方が、皆さんの自
宅へ伺いますので、会費（活動資
金）についてご協力をお願いしま
す。
問合せ　
▷日本赤十字社青森県支部　
　組織振興課　☎017-722-2011
▷健康福祉課（健康センター）
　☎0178-60-7101

町営住宅募集

申込み
　町営住宅入居申込書に必要事項を記入のうえ、
必要書類を添えて２月13日（火）12時までに
建設課（南部分庁舎）または各住民生活課サー
ビス班に、提出してください。入居希望が複
数の場合、抽選（２月20日（火）10時）にな
ります。

問合せ　建設課（南部分庁舎）
　　　　☎0179-34-2518

入居資格
　同居または同居しようとする親族がある／
入居者と同居者の合計所得が月額158,000円以
下／住宅に困窮していることが明らか／税金
を滞納していない／入居者が暴力団員でない

現地説明会
▷日時　２月９日(金)　10時～10時15分
▷集合場所　ひろば台団地：Ｂ-24号、Ｃ-3号 

ひろば台団地　２戸募集　17,900円～26,600円／月　１ＬＤＫ
　　　　　　　　　　　　26,800円～40,000円／月　２ＬＤＫ
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広告

うぐいすマラソン大会参加者募集
期日・会場　
　４月22日（日）・ふくち運動公園　福地多目的広場
　※会場は協議中のため、変更となる場合があります。
参加資格および参加料

完走できる人ならどなたでも参加できます。一人一種目
のみのエントリーです。参加料は無料です。

申込期限
各庁舎や各公民館などの公共施設に備え付けの申込書に
必要事項を記入し、３月20日（火）までに名川Ｂ＆Ｇ
海洋センターへ提出してください。

問合せ　名川Ｂ＆Ｇ海洋センター　☎0178-76-3310

種目
コース 距離 対　　象

Ａ ３㌔ 小学１～３年生男子
Ｂ ３㌔ 小学１～３年生女子
Ｃ ３㌔ 小学４～６年生男子
Ｄ ３㌔ 小学４～６年生女子
Ｅ ３㌔ 中学生男子
Ｆ ３㌔ 中学生女子
Ｇ ３㌔ 高校・一般男子
Ｈ ３㌔ 高校・一般女子
Ｉ ５㌔ 高校・一般男子
Ｊ ５㌔ 高校・一般女子
Ｋ 10㌔ 高校・一般男子
Ｌ 10㌔ 高校・一般女子

Ｍ ３㌔ フリー（性別・年齢制限
無し、タイム計測無し）

厚生労働大臣認定・健康増進施設

バーデパークだより ☎0178－84－2850

 予約販売開始　からだよろこぶバランス弁当

 期間限定のお得なプラン　「湯っこパック」

 2月22日(木) ～25日(日)はバーデ鍋期間

 長ぐつアイスホッケー大会　参加チーム募集

　 10食以上の注文から承ります（税込1食800円）
　 詳しくはパーデパークまでお問い合せください。

　３月31日までの期間限定で、入浴と昼食を合わせ
て950円（税込）の特別プランをご用意しています。

　体の芯から温まる鍋をどうぞ。

南部町鍋定食　1,100円（税込）
※ご予約の場合、先期間の限りではありません。

期日　２月25日（日）　参加料　5,000円
申込み　館内窓口に設置している申込用紙に必要事

項を記入の上、同窓口へ提出してください。
　※先着32チーム（１チーム８名以上10名以内）
申込期限　２月12日（月）
 ★今月26日はフロの日

通常450円 ➡ 特別価格330円

 ★朝風呂営業　６時～８時まで
（受付は７時30分まで）

今月の休館日
２月15日（木）

　第90回日本学生氷上
競技選手権大会男子セ
カンドディビジョン出
場で当館宿泊の上智大
学アイスホッケー部が
３位入賞を果たしまし
た。おめでとうござい
ます！
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「趣味の教室」発表会を開催します

平成30年度用　農業用免税軽油の申請を受け付けます

問合せ　中央公民館
　　　　☎0178-76-2323

　「趣味の教室」とは、町民が関心のある教室を各サークルごとに開講し、自己の知識・能力の向上を図り、
町民相互の交流を深めることを目的としている事業です。平成29年度の『趣味の教室』の“楽習”の成果発表
会を開催しますので、皆さん、どうぞご来場ください。

　県では、以下のとおり申請を受付します。
受付期限　２月20日（火）
時間　９時～17時
場所　三八地域県民局　県税部窓口（八戸合同庁舎）
申請できる方　農作業に使用する機械を持つ農家
免税額　１㍑当たり32円10銭の免税

問合せ
　▷三八域県民局県税部第一課
　　☎0178-27-5111
　▷農林課（中央公民館）
　　☎0178-76-2308

①継続：免税軽油使用者証の交
付日が平成28年３月１日以後
の人

②更新：免税軽油使用者証の交
付日が平成28年２月29日以前
の人

③機械に変更がある人は県収入
印紙が400円追加となります。

④町で12月中に申請した人につ
いても、免税証の交付は平成
30年４月以降となります。

発表教室 女声コーラス 舞　　 踊
南 部 詩 吟 社交ダンス 太 極 拳 シルバーコーラス スポーツ吹矢 フレッシュレクダンス
カ ラ オ ケ 混声コーラス カラオケ研究 スポーツダンス フラダンス リフレッシュ体操
合 氣 道 紙 芝 居 ヘルスアップ まべち詩吟 ブックトーク ヨ ガ
生 け 花 エアロビクス パッチワーク パ ソ コ ン 写 真 絵 画 陶 芸

必要書類等 新規申請 継続申請 更新申請
耕作証明書（300円） ○ ○ ○
県収入証紙（400円） ○ ― ○
切手（450円） ○ ○ ○
免税軽油使用者証 ○ ○ ○
使用機械販売証明書 ― ○ ○
免税軽油の引取り等に係る報告書

（免税軽油納品書添付（写し可）） ― ○ ○

免税軽油使用者証 ― ○ ○
印鑑 ○ ○ ○
返信用封筒（長形３号） ○ ○ ○

収入保険がはじまります！
✓　新しく導入される収入保険では、 保険料の掛金率は１％程度で、 農家ごとの平均収入の

　８割以上の収入が確保されます！
　（これまでの農業共済は､ 品目が限定され､ 価格低下による収入減は対象外でした。）
　＊掛金率は、現時点の試算です。損害が発生しなかった場合は、翌年の保険料が下がります。

✓　米、 野菜、 果樹、 たばこ、 茶、 しいたけ、 はちみつなど、 農産物ならどんな品目でも対象

　になります！
　＊マルキン等の対象である肉用牛、肉用子牛、肉豚及び鶏卵は、対象外です。
　＊収入保険に加入するために必要な青色申告は、簡易な方式でよく、１年の実績があれば加入できます。
　　新規就農者でも加入することができます。
　＊収入保険は、平成31年からスタートします。

加入条件や補償内容など詳しいことは、NOSAI南部地域、NOSAI青森にお問い合わせください。
NOSAI南部地域　　☎0176-22-8101　　mail：n.nanbu@gamma.ocn.ne.jp
NOSAI青森　　　　☎017-775-1161　　mail：kensyusido@nosai-aomori.or.jp

農林水産省

日時　３月４日（日）
　作品展示　10時から
　ステージ発表　12時から
会場　中央公民館
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残留農薬検査・放射能測定検査結果

町営市場の販売状況（平成29年12月16日~平成30年１月15日）

品　　　名 販売数量（kg）売上額（千円）キロ単価（円）前年単価（円）

紅玉（りんご） 10,352 845 82 88

王林（りんご） 98,164 11,141 113 130

サンふじ（りんご） 541,366 98,854 183 171

金星（りんご） 5,742 423 74 74

着色ふじ（りんご） 8,894 1,189 134 149

シナノゴールド（りんご） 6,776 969 143 163

サンジョナゴールド（りんご） 13,674 2,087 153 92

ゴボウ 9,924 2,170 219 254

赤かぶ 36,885 2,725 74 175

土付ごぼう 2,812 403 143 175

長　芋 58,760 13,797 235 371

にんにく 17,998 28,970 1,610 1,748

白　菜 8,150 725 89 131

ね　ぎ 20,052 5,329 266 260

ほうれん草 1,868 1,698 909 478

土ねぎ 15,154 1,844 122 133

小松菜 1,059 770 727 400

シイタケ 546 547 1,002 734

干　菊 123 1,603 13,033 12,467
●今月の休場日
　２月４日（日）、７日（水）、11日（日）、12日（月）、
　　　　　　18日（日）、21日（水）、25日（日）、28日（水）
　３月４日（日）、７日（水）、11日（日）、14日（水）、
　　　18日（日）、21日（水）、25日（日）、28日（水）

　我が家の犬が年明け早々
食 あ た り に …。 改 め て、
良い意味での当たり年を
願う年始めでした【Ｋ】

編集後記

青森労災病院医師の診療日

整形外科� 受付11時30分まで

▶ ２月24日(土)　8時30分～

先天性股関節脱臼� 要予約／受付10時
30分～10時50分

▶ ２月24日(土)

眼科� 受付　　　14時まで
初診の人は13時まで

▶ ２月14日(水)　13時30分～
▶ ２月28日(水)　13時30分～

泌尿器科� 要予約

▶ ２月 ５日(月)　13時～
▶ ２月13日(火)　13時～
▶ ２月19日(月)　13時～
▶ ２月27日(火)　13時～

南部町医療センターからの
お知らせ　☎0178-76-2001

　都合により日時が変更となる場合があります
ので、ご来院の際はお問い合わせください。

　町営市場では、より安全・安心な農産物を流通さ
せるため、残留農薬検査および放射能測定検査を実
施しました。今年度も生産者からサンプル検体を提
供していただき、以下の10品目(りんごは３品種)を検
査しました。青梅(豊後)、あんず(八助)、プラム(大石
早生)、桃(川中島)、洋梨(バートレット)、和梨(幸水)、
ぶどう(キャンベル)、りんご(紅玉、王林、ふじ)、きゅ
うり、食用菊(干菊)。
　残留農薬検査では、一部の品目で残留農薬が検出
されましたが、すべて基準値以下、また登録農薬の
ため問題はありませんでした。放射能測定検査につ
いては、すべて不検出で問題はありませんでした。

　４月１日から、診療時間を次のとおり
変更いたします。
　ご理解とご協力を賜りますようお願い
申し上げます。
▶月・火・水・金曜日
　＜午前＞
　　受付時間　８時15分～11時30分
　　診療時間　８時30分～12時
　＜午後＞
　　受付時間　13時～17時30分
　　診療時間　14時30分～18時
▶木曜日
　＜午前＞
　　受付時間　８時15分～11時15分
　　診療時間　８時30分～12時
　＜午後＞休診
　　※土曜日は、休診日となります。
　　※日曜日および祝日は従前どおり休
　　　診日です。

　月～水曜日と金曜日を午後１時間延
長し、土曜日は休診となります。

診療時間の変更について

南部町の人口と世帯数
（平成30年１月20日現在）

対先月比
人　口　18,572人  （－37）
　男　　 8,833人  （－22）
　女　　 9,739人  （－15）
世帯数　 7,485世帯（－６）
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▽12月定例会の主な議案　（22㌻～23㌻）

▽議案に対する主な質疑　（23㌻）

▽一般質問

　⇒ 健康福祉課の機構改革を！　マイナンバーの活用方法は？（24㌻）

　⇒ 南部町のまちづくりとは？　県の新しいモデル事業とは？（25㌻）

　⇒ 国の介護制度改革に町はどう対応していくのか？（26㌻）

▽研修会報告、議会傍聴の感想など　（26㌻～27㌻）

なんぶ 第51号
発行・編集
議会広報編集委員会
☎ 0178・84・2124

あ ら ま し

名川南小学校（写真）と福地小学校の児童が 12 月定例会を傍聴しました。
【 関連記事は 27㌻に掲載 】
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【
提
案
理
由
】　
道
路
財
特
法

に
よ
り
、
国
は
地
方
の
道

路
整
備
に
関
す
る
補
助
金

を
増
額
し
て
き
た
。

　
　
そ
の
増
額
も
平
成
29
年

度
ま
で
の
時
限
措
置
で
あ

る
が
、
期
限
切
れ
と
な
れ

ば
地
方
の
財
政
負
担
が
増

し
、
地
方
創
生
と
国
土
強

靭
化
の
推
進
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
。

　
　
よ
っ
て
、
道
路
整
備
に

関
す
る
予
算
を
拡
充
し
、

平
成
30
年
度
以
降
も
補
助

金
の
増
額
を
継
続
す
る
よ

う
、
国
に
対
し
て
意
見
書

を
提
出
す
る
。

▽　

全
会
一
致
で
原
案
可
決
。

▽　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

財
務
大
臣
、
国
土
交
通
大

臣
に
対
し
、
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

■
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▽　

チ
ェ
リ
ウ
ス
の
臨
時
職

員
に
よ
る
入
浴
料
着
服
問

題
に
対
し
、
町
長
・
副
町

長
か
ら
申
し
入
れ
を
受
け

た
こ
と
か
ら
、
１
月
に
支

災
害
復
旧
費
に
４
６
５
万

円
、
統
合
庁
舎
の
用
地
内

に
あ
る
駐
在
所
移
転
補
償

査
定
業
務
費
に
１
５
４
万

５
千
円
な
ど
を
追
加
。

　
　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
１
億
６
３
４
万
１
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
99

億
１
千
７
２
３
万
６
千
円

と
し
た
。

■
反
対
討
論

▽　
新
庁
舎
建
設
の
必
要
性

を
理
解
で
き
ず
、
建
設
費

を
医
療
セ
ン
タ
ー
周
辺
の

洪
水
対
策
に
充
て
る
べ
き

だ
と
考
え
、
庁
舎
建
設
費

に
は
賛
成
で
き
な
い
。

�

夏
堀
嘉
一
郎　
議
員

■
賛
成
討
論

▽　
未
来
に
つ
な
が
る
大
き

な
決
断
を
し
た
工
藤
町
長

に
賛
同
し
、
庁
舎
建
設
費

の
補
正
に
賛
成
す
る
。

�

久
保
利
樹　
議
員

▽　
町
民
に
詳
細
を
説
明
す

る
と
、
未
来
に
向
け
て
庁

議
員
提
出

意
見
書
案

舎
を
一
つ
に
す
る
こ
と
に

賛
成
す
る
意
見
が
多
く
、

そ
の
声
を
形
に
し
て
い
く

た
め
、
補
正
予
算
に
賛
成

す
る
。

�

松
本
啓
吾　
議
員

▽　
起
立
に
よ
る
採
決
の
結
果
、

賛
成
13
、
反
対
２
の
賛
成

多
数
で
原
案
可
決
。

■
平
成
29
年
度
農
林
漁
業
体

験
実
習
館
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

▽　

職
員
退
職
手
当
組
合
負

担
金
の
増
額
分
と
し
て
、

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
33
万
４
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
８
千
９
４
９
万
７

千
円
と
し
た
。

■
平
成
29
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

▽　

療
養
給
付
費
等
の
増
額

分
と
し
て
、
歳
入
歳
出
予

算
に
そ
れ
ぞ
れ
１
千
82
万

７
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
29
億
８
千
８
４
６
万
５

千
円
と
し
た
。

↖
次
の
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
。

予
算

平
成
29
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

に
対
す
る
討
論

※
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
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↙
予
算
の
つ
づ
き
。

■
平
成
29
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

▽　

介
護
の
認
定
調
査
費
な

ど
の
増
額
分
と
し
て
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
49
万
３
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
28
億
２
７

３
万
９
千
円
と
し
た
。

■
平
成
29
年
度
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

▽　

居
宅
介
護
事
業
費
の
増

額
分
と
し
て
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

５
万
４
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
３
千
１
８
８
万
３

千
円
と
し
た
。

■
平
成
29
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

▽　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
会
負
担
金
の
増
額

分
と
し
て
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
８

１
９
万
８
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
２
億
38
万
２
千
円

と
し
た
。

■
平
成
29
年
度
介
護
老
人
保

健
施
設
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

▽　

入
所
者
の
減
に
伴
う
消

耗
品
な
ど
の
減
額
分
と
し

て
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
６
４
６

万
４
千
円
を
減
額
し
、
総

額
を
３
億
５
千
９
０
１
万

５
千
円
と
し
た
。

■
大
字
下
名
久
井
字
田
端
外

17
字
財
産
区
管
理
会
委
員

の
選
任

▽
委
員
７
人

　

田
中　

省
平 

氏
（
下
名
久
井
）

　

工
藤　

義
人 

氏
（
下
名
久
井
）

　

工
藤　

忠
治 

氏
（
下
名
久
井
）

　

山
路　

一
郎 

氏
（
下
名
久
井
）

　

高
森　

隆
源 

氏
（
下
名
久
井
）

　

根
市　

良
典 

氏
（
下
名
久
井
）

　

松
村　

純
一 

氏
（
下
名
久
井
）

※　
任
期
は
平
成
29
年
12
月

25
日
か
ら
平
成
33
年
12
月

24
日
ま
で
。

■
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

▽　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
費

と
し
て
、
歳
入
歳
出
予
算

に
そ
れ
ぞ
れ
１
千
８
４
４

万
４
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
98
億
１
千
89
万
５
千

円
と
し
た
。

■
教
育
委
員
会
の
事
務
の
点

検
及
び
評
価
報
告
書
の
報

告
▽　

地
方
教
育
行
政
の
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
、
平
成
28
年
度

の
教
育
に
関
す
る
事
務
の

管
理
及
び
執
行
の
状
況
に

関
す
る
点
検
・
評
価
の
結

果
を
ま
と
め
た
報
告
書
の

提
出
を
受
け
た
。

※　
教
育
委
員
会
が
行
う
56

の
事
業
に
つ
い
て
、
２
人

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
平
成

29
年
９
月
か
ら
５
回
に
わ

た
り
、
担
当
職
員
か
ら
説

明
を
受
け
な
が
ら
評
価
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
　

報
告
書
に
つ
い
て
は
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

報
告

専
決
処
分

人
事

■
教
育
委
員
会
の
事
務
の

点
検
及
び
評
価
報
告
書

の
報
告

 

【
問
】 　
町
の
奨
学
金
の

原
資
と
滞
納
の
金
額
、

滞
納
金
返
済
の
指
導
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
ま
た
、
医
師
に
対
す

る
奨
学
金
制
度
を
設
け

て
い
る
が
、
看
護
師
や

介
護
士
、
薬
剤
師
に
特

化
し
た
奨
学
金
の
創
設

は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

�

（
夏
堀
文
孝
議
員
）

 

【
学
務
課
長
答
弁
】 　
奨

学
金
の
原
資
は
１
億
５

千
万
円
ほ
ど
、
平
成
28

年
度
末
で
滞
納
者
は
29

人
、
滞
納
金
額
は
１
千

１
６
２
万
円
ほ
ど
と

な
っ
て
い
る
。

　
　

滞
納
者
に
は
、
返
済

計
画
を
見
直
し
、
月
々

の
返
済
額
を
少
な
く
す

る
な
ど
、
相
談
に
応
じ

て
い
る
。

　
　

そ
れ
で
も
返
済
が
難

し
い
場
合
は
、
第
２
保

証
人
に
も
働
き
か
け
る

な
ど
、
お
願
い
し
て
い

き
た
い
。

 

【
町
長
答
弁
】 　

今
後
、

医
師
不
足
と
同
じ
く
、

看
護
師
不
足
も
発
生
し

て
く
る
と
思
っ
て
お
り
、

数
年
前
か
ら
公
募
し
て

い
る
薬
剤
師
に
関
し
て

は
、
現
在
も
確
保
で
き

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　

医
療
セ
ン
タ
ー
の
院

長
と
相
談
を
し
な
が
ら

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

 

【
問
】 　
中
学
生
の
海
外

派
遣
事
業
は
、
35
人
の

募
集
に
対
し
て
23
人
の

参
加
と
少
な
か
っ
た
が
、

理
由
は
何
か
。

�

（
西
野
耕
太
郎
議
員
）

 

【
学
務
課
長
答
弁
】 　
派

遣
先
の
カ
ナ
ダ
・
バ
ン

ク
ー
バ
ー
は
治
安
が
安

定
し
て
い
る
が
、
世
界

各
地
で
テ
ロ
が
発
生
し

た
た
め
、
保
護
者
の
懸

念
か
ら
申
し
込
み
が
少

な
か
っ
た
。

 

【
問
】 　
「
特
色
あ
る
学

校
経
営
事
業
」
の
助
成

金
を
生
徒
一
人
あ
た
り

で
計
算
す
る
と
、
小
規

模
校
は
約
５
千
円
で
大

規
模
校
は
約
２
千
円
弱

と
開
き
が
あ
る
。

　
　
各
学
校
か
ら
要
望
は

寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
か
。

�

（
中
舘
文
雄
議
員
）

 

【
学
務
課
長
答
弁
】 　
今

の
と
こ
ろ
、
学
校
側
か

ら
の
声
は
寄
せ
ら
れ
て

い
な
い
。

　
　

校
長
会
で
話
題
に
取

り
上
げ
て
検
討
を
重
ね

て
い
き
た
い
。

◉
議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
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え
ら
れ
る
利
用
方
法
と
し

て
は
、
住
民
票
の
コ
ン
ビ

ニ
取
得
サ
ー
ビ
ス
や
予
防

接
種
・
健
診
・
年
金
に
関

す
る
情
報
提
供
、
健
康
保

険
証
や
印
鑑
証
明
カ
ー
ド

と
の
兼
用
な
ど
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
１
枚
で

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
検

討
し
て
い
る
。

　

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
制
度

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

カ
ー
ド
を
読
み
取
る
た
め

の
機
械
な
ど
、
利
用
環
境

の
整
備
が
必
要
と
な
る
た

め
、
他
の
市
町
村
の
動
向

な
ど
、
情
報
収
集
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

質　
問　
町
は
平
成
27
年

に
健
康
宣
言
を
行
い
、
国

の
制
度
を
前
提
と
し
て
、

町
民
の
誕
生
か
ら
生
涯
を

閉
じ
る
ま
で
の
様
々
な
施

策
を
展
開
し
て
い
る
。

　
現
在
町
は
、
医
療
・
介

護
・
健
康
の
サ
ー
ビ
ス
を

健
康
福
祉
課
の
１
課
の
み

で
対
応
し
て
い
る
が
、
業

　

以
前
は
、
健
康
増
進
課

と
福
祉
課
の
２
課
体
制
で

業
務
を
行
っ
て
い
た
が
、

行
財
政
改
革
の
一
環
で
１

課
に
統
合
し
た
。

　

し
か
し
、
福
祉
関
係
の

制
度
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変

わ
り
、
複
雑
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
業
務
の
範
囲
が

広
い
な
か
で
も
課
長
は
一

人
の
体
制
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
２
課
に
戻

す
必
要
が
あ
る
か
を
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

質　
問　
平
成
27
年
10
月

に
ス
タ
ー
ト
し
た
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
次

の
こ
と
を
問
う
。

①
町
内
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
状
況
に
つ

い
て
。

②
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
制
度

な
ど
、
今
後
、
行
政
で
考

え
ら
れ
る
利
用
方
法
を
検

討
し
て
い
る
か
。

務
の
量
、
範
囲
、
職
員
数

と
も
に
他
の
部
署
よ
り
大

き
く
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
ま
す
ま
す
多
様
化

す
る
福
祉
政
策
に
対
応
し

て
い
く
た
め
に
、
２
課
の

体
制
に
す
る
な
ど
の
機
構

改
革
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
そ
の
必
要
性
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

町
長
答
弁　

健
康
福
祉
課

に
は
、
４
つ
の
班
と
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
配

置
し
、
５
カ
所
の
福
祉
セ

町
長
答
弁
　
①
平
成
29
年

10
月
末
で
１
千
３
０
０
人

に
交
付
し
て
お
り
、
交
付

率
は
６
・
97
％
で
あ
る
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
は
顔
写
真
が
付
い
て
い

る
た
め
、
公
的
申
請
等
の

際
の
本
人
確
認
（
身
分
証

明
）
に
利
用
で
き
る
ほ
か
、

税
関
係
や
年
金
な
ど
の
書

類
提
出
時
に
活
用
で
き
る
。

　

今
後
、
行
政
の
中
で
考

ン
タ
ー
や
児
童
館
、
８
カ

所
の
学
童
保
育
な
ど
の
出

先
機
関
を
含
め
る
と
正
職

員
45
人
、
臨
時
職
員
25
人
、

合
わ
せ
て
70
人
の
職
員
体

制
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
・
県
は
、
高
齢
化
の

進
展
に
伴
い
、
住
民
が
住

み
な
れ
た
地
域
で
健
や
か

に
生
き
が
い
を
持
っ
て
生

活
す
る
た
め
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
が

必
要
な
時
に
、
総
合
的
・

一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
掲
げ
て
お
り
、
町

も
推
進
し
て
い
る
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
は
、
保
健
・
医
療
・
福

祉
の
各
分
野
の
連
携
が
早

け
れ
ば
早
い
ほ
ど
効
果
が

一
層
高
く
な
る
こ
と
か
ら
、

健
康
福
祉
課
を
医
療
健
康

セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
て

い
る
。

　◉ 一般質問

一
　
般
　
質
　
問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

中舘　文雄 議員

多
様
化
す

る
福
祉
政

策
の
た
め
、
健

康
福
祉
課
の
機

構
改
革
が
必
要

で
は
な
い
か

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
状
況

と
活
用
方
法
は

問

問

過
去
に
行

財
政
改
革

で
１
課
に
統
合

し
た
が
、
２
課

体
制
に
戻
す
必

要
が
あ
る
か
検

討
し
た
い

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー

ド
で
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
る

答

答
　ボランティアやイベント参加の
特典、子育て・福祉に関する支援
など、自治体が発行したポイント
をマイナンバーカードのＩＣチッ
プに登録し、地域の商店での買い
物などに活用できる取り組みのこ
とです。
　また、国がインターネット上に
開設した『マイキープラットホーム』
では、クレジットカードやマイレー
ジのポイントなどを「地域経済応
援ポイント」として自治体ポイン
トに変換できるサービスも展開さ
れています。

自治体ポイント制度とは
( マイナンバー関係 )
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く
の
か
。

町
長
答
弁　

県
は
、
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
高
齢
者

の
買
い
物
支
援
や
移
動
支

援
、
交
流
、
安
否
確
認
な

ど
を
加
え
て
「
青
森
県
型

地
域
共
生
社
会
づ
く
り
」

を
全
国
に
先
駆
け
て
実
施

す
る
。

　

町
が
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
や
買
い
物
弱
者

を
支
援
す
る
「
ま
ご
こ
ろ

宅
配
事
業
」
な
ど
を
県
内

に
先
駆
け
て
取
り
組
ん
だ

実
績
が
評
価
さ
れ
、
モ
デ

ル
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ

た
と
考
え
て
い
る
。

　

本
格
的
な
事
業
の
実
施

は
来
年
度
で
あ
る
た
め
、

子
育
て
、
福
祉
、
防
災
な

ど
の
情
報
を
収
集
し
な
が

ら
、
県
と
連
携
し
て
計
画

を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

質　
問　
少
子
高
齢
化
が

急
速
に
進
み
、
国
は
人
口

減
少
対
策
と
し
て
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

法
」
を
成
立
さ
せ
た
。

　
町
も
、
国
・
県
の
総
合

戦
略
を
勘
案
し
て
「
南
部

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定

し
た
が
、
そ
の
「
理
念
」

「
基
本
目
標
」「
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
に
つ
い

て
次
の
こ
と
を
問
う
。

①
「
達
者
村
」
事
業
を
推

進
し
て
い
る
が
、
移
住
・

定
住
の
成
果
と
効
果
、
具

体
的
な
取
り
組
み
は
。

②
計
画
を
ど
の
よ
う
に
町

た
だ
く
よ
う
な
情
報
提
供

や
支
援
を
し
た
い
。

④
人
口
流
出
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
に
雇
用
の
場

を
確
保
・
創
出
す
る
こ
と

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
若
者
が
求
め

る
雇
用
条
件
と
の
不
一
致

に
よ
り
、
町
外
や
県
外
に

転
出
す
る
状
況
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

　

現
在
町
で
は
、
誘
致
企

業
へ
の
支
援
や
創
業
・
起

業
を
考
え
る
方
々
へ
の
サ

ポ
ー
ト
を
商
工
会
と
行
っ

て
お
り
、
今
後
は
町
独
自

の
支
援
で
若
者
を
含
め
た

定
住
希
望
者
の
雇
用
の
場

が
創
出
で
き
な
い
か
検
討

を
し
て
い
る
。

⑤
町
単
独
で
新
規
就
農
者

支
援
事
業
を
実
施
し
て
お

り
、
平
成
27
年
８
月
に
は

若
手
農
業
後
継
者
が
「
南

部
農
夢
（
な
ん
ぶ
の
ゆ
め
）」

を
設
立
さ
せ
た
。

　

町
は
、
経
営
や
技
術
、

流
通
に
関
す
る
研
修
や
情

報
交
換
を
し
て
い
る
若
手

農
業
者
を
強
く
支
援
し
、

育
成
を
図
っ
て
い
る
。

民
へ
伝
え
て
い
る
の
か
。

③
地
域
創
生
は
「
民
間
主

導
」
で
進
め
る
べ
き
で
、

や
る
気
の
あ
る
民
間
を
発

掘
し
て
育
て
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
る
の
か
。

④
若
者
の
雇
用
の
場
の
確

保
は
。

⑤
農
業
後
継
者
対
策
は
。

⑥
耕
作
放
棄
地
対
策
は
。

⑦
「
④
～
⑥
」
の
受
け
皿

に
な
り
う
る
農
業
法
人
化

に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

町
長
答
弁　

町
に
と
っ
て

効
果
的
な
施
策
を
模
索
し

な
が
ら
、
町
民
が
魅
力
を

感
じ
、
誇
り
が
持
て
る
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
た
い
。

①
全
国
的
に
人
口
減
少
が

進
ん
で
お
り
、
現
時
点
で

移
住
あ
る
い
は
定
住
に
大

⑥
農
地
を
再
生
さ
せ
る

「
荒
廃
農
地
等
利
活
用
促

進
交
付
金
」
や
貸
し
借
り

を
仲
介
す
る
「
農
地
中
間

管
理
事
業
」、
病
害
虫
を

防
除
す
る
「
放
任
園
対
策

事
業
」
の
周
知
と
利
用
の

促
進
を
引
き
続
き
行
い
、

耕
作
放
棄
地
の
抑
制
や
再

生
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

⑦
交
付
金
を
活
用
し
、
ま

ず
は
集
落
営
農
化
、
さ
ら

に
は
法
人
化
へ
誘
導
で
き

る
よ
う
、
農
業
関
係
協
議

会
で
説
明
し
、
相
談
を
随

時
受
け
付
け
て
い
る
ほ
か
、

研
修
会
へ
の
参
加
案
内
な

ど
で
法
人
化
に
向
け
た
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

質　
問　
県
が
、
少
子
高

齢
化
に
対
応
し
た
新
し
い

モ
デ
ル
事
業
を
南
部
町
で

行
う
と
新
聞
で
報
道
さ
れ

た
が
、
医
師
不
足
問
題
と

少
子
高
齢
化
が
ど
う
関
わ

り
、
問
題
を
解
決
し
て
い

き
な
成
果
は
見
ら
れ
な
い

が
、
平
成
28
年
度
の
実
績

で
は
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り

な
ど
の
農
業
観
光
で
約
９

万
人
が
、
農
業
体
験
修
学

旅
行
で
は
約
１
千
人
が
町

を
訪
れ
、
交
流
人
口
は
確

実
に
拡
大
し
て
い
る
。

②
平
成
28
年
４
月
の
広
報

な
ん
ぶ
ち
ょ
う
に
概
要
を

掲
載
し
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
全
部
を
掲
載

し
て
い
る
。

　

町
民
の
ご
理
解
の
も
と
、

一
体
と
な
っ
て
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
、
笑
顔

あ
ふ
れ
る
南
部
町
を
目
指

し
た
い
。

③
民
間
と
行
政
そ
れ
ぞ
れ

に
得
意
な
部
分
が
あ
る
た

め
、
連
携
し
て
補
完
し
あ

い
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

産
直
を
例
に
挙
げ
る
と
、

立
ち
上
げ
は
町
が
し
っ
か

り
と
関
与
・
協
力
を
し
た

が
、
現
在
で
は
生
産
者
団

体
が
中
心
と
な
り
、
非
常

に
頑
張
っ
て
運
営
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

　

今
後
も
、
民
間
が
ま
す

ま
す
や
る
気
を
出
し
て
い

　◉ 一般質問

なんぶ議会だより

ど
の
よ
う

な
「
ま
ち

づ
く
り
」
で
人

口
減
少
対
策
に

取
り
組
む
の
か

県
が
南
部

町
で
行
う

新
し
い
モ
デ
ル

事
業
と
は

問

問

内
容
に
つ

い
て
は
来

年
度
、
協
議
・

決
定
し
て
い
く

答

魅
力
を
感

じ
誇
り
が

持
て
る
持
続
可

能
な
「
ま
ち
づ

く
り
」
に
取
り

組
み
た
い

答

夏堀　嘉一郎 議員
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質　
問　
政
府
は
高
齢
者

の
自
立
支
援
や
要
介
護
度

の
維
持
・
改
善
に
取
り
組

ん
で
成
果
を
上
げ
た
自
治

体
へ
の
財
政
支
援
を
検
討

し
て
い
る
。

　
町
は
今
後
、
高
齢
者
の

自
立
支
援
や
要
介
護
度
の

維
持
・
改
善
、
介
護
予
防

事
業
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
み
、
町
民
に
は
ど
う
周

知
し
て
い
く
の
か
。

町
長
答
弁　

町
で
は
、
訪

問
型
・
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

や
介
護
予
防
教
室
、
か
ら

だ
元
気
教
室
、
高
齢
者
水

中
運
動
、
住
民
主
体
の
介

護
予
防
教
室
、
総
合
相
談

業
務
、
権
利
擁
護
業
務
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
各
種
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
あ
た
っ
て

は
、
自
立
支
援
や
要
介
護

度
の
維
持
・
改
善
に
向
け

て
適
切
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
が

作
成
さ
れ
る
よ
う
努
め
て

い
る
。

　

今
年
度
は
、
専
門
医
な

ど
で
構
成
す
る
「
認
知
症

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」

の
活
動
状
況
を
検
討
す
る

検
討
委
員
会
の
設
置
を
目

指
し
て
い
る
。

　

来
年
度
か
ら
は
、
高
齢

者
の
自
立
支
援
と
社
会
参

加
を
図
る
た
め
、
町
内
会

な
ど
と
連
携
し
て
、
高
齢

者
の
閉
じ
こ
も
り
解
消
や

生
き
が
い
づ
く
り
を
支
援

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

町
民
へ
の
周
知
は
、
町

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

町
内
回
覧
で
行
う
ほ
か
、

医
療
機
関
や
介
護
機
関
の

窓
口
に
も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
置
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
自
立
支
援
や

介
護
度
の
評
価
指
標
と
し

て
国
が
示
す
具
体
的
な
項

目
に
注
視
し
、
成
果
が
上

が
る
取
り
組
み
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　◉ 一般質問、研修等の報告

今
後
の
町

の
福
祉
事

業
や
介
護
予
防

の
進
め
方
は

問

国
が
示
す

具
体
的
な

情
報
に
注
視
し

て
取
り
組
み
を

検
討
し
た
い

答

松本　啓吾 議員

・高齢化が進展する中で介護保険制度を
維持するため、保険者（県・市町村など）
が地域の課題を分析し、高齢者が有する
能力に応じて自立した生活を送るための
取り組みが必要。

・全市町村が保険者機能を発揮して、自
立支援・重度化防止に取り組むよう、
　①データに基づく分析と対応
　②適切な指標による実績評価
　③インセンティブ※付与（財政支援）
を法律により制度化。
※インセンティブとは意欲を引き出すた
めの外部からの刺激（動機付け）のこと
です。

政府が検討している介護保険制度
に関する見直しの内容

【国の社会保障審議会資料抜粋】

常任委員会合同視察研修
　10 月 20 日に、総務企画・産業建設・教育民生の
３常任委員会合同で、福島県相馬市の災害公営住宅

「井戸端長屋」の視察を行いました。
　井戸端長屋は、東日本大震災で被害を受けた高齢
者を支援するために整備されたもので、内部には共
同の洗濯場を備えた多目的ホールがあり、「井戸端に
住人が集い、洗濯や会話をする」ことで、孤独感を
緩和します。
　また、保健師の巡回やＮＰＯによる配食などの「見
守りの機能」も備えていました。
　相馬市職員から説明を受けながら施設を視察した
議員は、入居者から直接、話を聞きながら、今後の
町の住宅整備の参考としました。

三戸郡町村議会議員研修会
　10 月 17 日に五戸町で開催された研修会では郡内
の約 60 人の議員が、五戸町長、田子町長、新郷村
長と政策に関する意見を交換しました。

八戸圏域連携中枢都市圏議員勉強会
　10 月 31 日に南部町で開催された研修会には議員
や首長など約 150 人が参加し、広域連携や南部氏に
関する勉強をしました。

井戸端長屋の多目的ホールで説明を受ける議員
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議会傍聴のご案内
　３月定例会は、３月２日の開会
を予定していますので、傍聴にお
越しください。
　傍聴席には限りがございますので、
議会事務局までお問い合わせくだ
さい。☎ 0178-84-2124

 　

委
員
会
か
ら

　

最
近
の
法
律
や
制
度
の
新
設

や
改
正
に
よ
り
今
ま
で
の
行
政

と
住
民
と
の
関
係
に
変
化
が
起

き
て
い
る
。
町
づ
く
り
に
お
い

て
は
、
国
が
住
民
側
に
多
く
の

役
割
と
責
任
を
委
ね
て
い
る
こ

と
に
気
づ
く
。
こ
こ
数
年
間
の

世
界
の
変
化
。
そ
の
余
波
は
確

実
に
こ
の
町
に
も
届
い
て
い
る
。

そ
の
変
化
に
あ
ざ
と
く
気
づ
き

素
早
く
対
応
で
き
る
委
員
会
で

あ
り
た
い
と
思
う
次
第
で
あ
る
。

　

年
初
に
当
た
り
、
町
民
の
皆

様
に
は
、
実
り
多
き
一
年
で
あ

る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　

や
す
か
ら
む
世
を
こ
そ
い
の

れ
天
つ
神
　
敬
白

総
務
企
画
常
任
委
員
会

�

委
員
長 

川
守
田　

稔　

 

記

　◉ 議会傍聴、編集後記

なんぶ議会だより

定例会（12月５日、一般質問）を傍聴した感想をお聞きました！
名川南小学校　５・６年生 南部町議会見学

福地小学校　６年生 社会科『わたしたちの生活と政治』の学習

ぼくも議員になってみたいなと思いました。南部町のことを真剣に話し合えるのはいいことだと思いました。
� ６年　舘　　　幸　希 さん

メモをしていて何％や何人、何割という資料をもとに質問したり答えたりしていることがわかりました。
� ６年　北　向　凛　音 さん

一番気になったことは医者が少なくなっているということです。安心してくらせるようになってほしいです。
� ５年　舘　野　　　晃 さん

南部町のために、たくさんの人が協力して意見を言い合っていました。私たちもそんな話合いをしたいです。
� ５年　三　部　菜　月 さん

初めて議会を傍聴し、ふるさと南部町のために真剣に話し合う議員さんの姿に、子どもたち共々感動しました。
� 教諭　澤　藤　和　哉 氏　

町議会で話していた内容は難しかったけれど、南部町民を大切に考えていることが分かりました。
� ６年　高　橋　　雷　 さん

町のことを考えてくれていることが分かった。大きくなったらみんなと協力して町のためになる仕事をしたい。
� ６年　石　橋　和　也 さん

私は初めて会議をしているところを見ました。議員の人たちがいろいろなことを考えていてすごかったです。
� ６年　夏　堀　嘉　音 さん

私達の知らないところで、いろいろな問題を解決するために考えてくださっていて、ありがたいと思いました。
� ６年　馬　渡　彩　歌 さん

議員の方々が真剣に話し合う姿を見られたことで、児童にとって町の未来を考えるよいきっかけになりました。
� 教諭　西　塚　満　幸 氏　
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